
 
「
公
」
か
「
私
」
か 

現
職
研
修
委
員
会
学
習
情
報
部
長 

森 
 

竜
師 

  

保
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
慌
て
る
担
任
が
い
る
。 

例
年
の
学
年
行
事
。
あ
る
と
知
り
な
が
ら
、
そ
の
計

画
と
段
取
り
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
た
の
だ
。
電
話
の

保
護
者
に
詫
び
な
が
ら
、
近
日
中
に
御
連
絡
し
ま
す
と

言
っ
て
受
話
器
を
置
く
。
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
。 

ま
ず
は
、
概
要
の
確
認
。
都
合
の
い
い
こ
と
に
、
昨

年
度
の
担
当
者
は
隣
の
席
だ
。 

「
昨
年
度
の
デ
ー
タ
っ
て
、
ど
こ
に
保
存
し
て
あ
る
？
」 

（
今
更
、
こ
の
質
問
…
。
保
存
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
） 

「
私
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
中
に
保
存
し
て
あ
る
よ
。
」 

（
お
い
お
い
、
だ
か
ら
次
の
担
当
者
が
困
る
の
だ
） 

 

さ
て
、
こ
こ
二
十
年
の
間
に
、
様
々
な
仕
事
が
パ
ソ

コ
ン
で
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
流
れ
か
ら
、
最
近
で
は
市
教
委
か
ら
の
通
知
文
書

や
製
本
物
も
デ
ー
タ
で
送
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ

の
デ
ー
タ
の
管
理
の
在
り
方
（
分
類
・
保
管
・
廃
棄
）

に
つ
い
て
は
、
学
校
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
。 

ま
た
、
私
た
ち
に
は
、
個
人
所
有
す
る
外
部
記
憶
媒

体
の
利
用
が
、
一
人
一
つ
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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これ知ってる！？ 
シンギュラリティ 

技術的特異点。人工知能が加

速度的に発達し，人間の知性を

超えることによって，生活に大

きな変化が起こるという論があ

る。2045年頃であると予想さ

れており，2045年問題とも言

われている。 

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

●
令
和
元
年
度
岡
崎
市
教
育
研
究
大
会 

８
月
29
日
（
木
）
、
新
香
山
中
学
校
で
令
和
元
年
度
岡
崎

市
教
育
研
究
大
会
の
学
習
情
報
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

助
言
者
に
名
古
屋
大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
大
谷
尚
先
生

を
お
迎
え
し
、「
情
報
活
用
能
力
を
生
か
し
て
、
超
ス
マ
ー

ト
社
会
を
能
動
的
な
学
び
手
と
し
て
生
き
る
子
供
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
、
熱
心
な
報
告
や
討
議
が
行
わ
れ
た
。
発
表

さ
れ
た
19
点
の
リ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
分
類
す
る
と
、
新
学

習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育

成
を
目
指
し
た
実
践
が
、
小
学
校
で
確
実
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。 

①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
育
成
を 

目
指
し
た
実
践(

10
点)

 

②
各
教
科
・
領
域
で
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

利
用
を
追
究
し
た
実
践
（
５
点
） 

③
情
報
社
会
を
よ
り
よ
く
生
き
る
心
の 

育
成
を
目
指
し
た
実
践
（
４
点
） 

 

助
言
者
の
大
谷
先
生
か
ら
は
、
提
案
さ
れ
た
リ
ポ
ー
ト

全
て
に
対
し
、
題
材
選
び
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
場
面
へ

の
助
言
、
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
ね
ら
い
な
ど
、

具
体
的
な
御
指
導
、
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
。 

な
お
、
「
父
母
と
教
師
の
教
育
を
語
る
会
（
県
教
研
）
」

に
は
、
次
の
二
名
が
推
薦
さ
れ
た
。 

・
男
川
小
学
校 

 
 

 
 

 
 

南
谷 

明
穂 

先
生 

「
論
理
的
思
考
力
を
育
む
た
め
の 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
の
効
果
」 

・
北
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

 

太
田 

 

尚
志 

先
生 

「
未
来
の
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、 

超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
主
体
的
に
生
き
よ
う
と
す
る 

生
徒
の
育
成
」 

～
中
１
、
２
、
３
道
徳
『
さ
よ
な
ら
、
あ
い 

＝
Ａ
Ｉ
と
暮
ら
す
未
来
＝
』
の
実
践
を
通
し
て
～ 

  

そ
し
て
、
そ
の
容
量
に
制
限
は
無
い
。
大
容
量
の
記
憶

媒
体
が
一
般
化
す
る
中
で
、
様
々
な
、
そ
し
て
大
量
の

デ
ー
タ
を
保
存
し
て
持
ち
歩
い
て
い
る
先
生
も
い
る
と

聞
く
。
は
た
し
て
、
そ
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。 

担
任
が
企
画
し
た
学
級
レ
ク
の
企
画
書
。
子
供
の
頑

張
り
を
綴
っ
た
学
級
通
信
。
遠
足
で
子
供
と
一
緒
に
写

っ
た
デ
ジ
カ
メ
の
画
像
。
そ
れ
ら
は
、
共
有
の
デ
ー
タ

と
し
て
学
校
の
サ
ー
バ
に
保
存
し
て
お
く
べ
き
か
。
あ

る
い
は
、
個
人
の
デ
ー
タ
と
し
て
個
人
所
有
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
に
保
存
し
て
、
持
ち
歩
い
て
よ
い
も
の
か
。 

「
公
」
か
「
私
」
か
。
こ
の
実
に
曖
昧
な
境
目
が
、
私

た
ち
教
員
の
仕
事
に
は
多
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
教
育

の
特
質
で
も
あ
り
、
働
き
方
改
革
の
課
題
で
も
あ
る
。 

他
の
企
業
は
す
で
に
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ

ほ
ど
遠
く
な
い
未
来
に
は
、
き
っ
と
私
た
ち
教
員
も
、

自
宅
に
居
な
が
ら
に
、
学
校
に
居
る
の
と
同
じ
環
境
で

事
務
仕
事
が
で
き
る
日
が
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の

時
に
は
、
お
そ
ら
く
個
人
で
所
有
し
て
い
る
外
部
記
憶

媒
体
の
利
用
は
、
禁
止
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。 

「
公
」
を
意
識
し
て
、
デ
ー
タ
を
明
確
に
整
理
で
き
る

こ
と
。
そ
の
力
が
、
間
違
い
な
く
私
た
ち
の
働
き
方
を

見
直
し
て
い
く
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
る
。 

 



                                

                                

                                

＝
実
践
報
告
＝ 

 
水
族
館
で
海
の
生
き
物
を
動
か
そ
う 

奥
殿
小
学
校 

阿
路
川 

昌
宏 

市
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

特
別
支
援
学
級
の
授
業
に
も
応
用
で
き
る
。
本
学
級
に
は
二
、

三
、
五
、
六
年
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
「
ビ
ス
ケ
ッ

ト
」
と
い
う
ソ
フ
ト
は
、
ど
の
学
年
の
児
童
で
も
、
遊
び
な

が
ら
直
感
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
理
解

で
き
る
。
今
回
は
、
一
年
生
で
実
施
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
「
は

っ
け
ん
！
あ
た
ら
し
い
な
か
ま
」
を
本
学
級
で
実
践
し
た
。 

児
童
は
最
初
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
っ
て
何
？
」
と
不
安

な
表
情
を
浮
か
べ
た
。
し
か
し
、
教
師 

が
段
階
的
に
用
意
し
た
課
題
を
一
つ
一 

つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
う
ち
に
、
「
プ
ロ 

グ
ラ
ミ
ン
グ
っ
て
楽
し
い
」
と
明
る
い 

表
情
に
な
っ
た
。
絵
の
描
き
方
や
「
め 

が
ね
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

の
方
法
を
丁
寧
に
指
導
す
る
と
、
操
作 

方
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
慣 

れ
て
く
る
と
、「
速
く
動
く
よ
う
に
な
っ
た
ぞ
」「
ゆ
ら
ゆ
ら

動
い
て
る
よ
」
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
に
絵
が
動
く
楽
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
で
動
き
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し

た
海
の
生
き
物
が
、
画
面
の
中
で
思
い
通
り
に
動
い
て
い
る

様
子
を
見
た
児
童
は
、
大
い
に
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
た
。 

最
後
に
、
デ
ジ
タ
ル
水
族
館
に
児
童
が
作
っ
た
作
品
を
集

約
し
、
魚
た
ち
を
泳
が
せ
た
。「
ぼ
く
の
作
っ
た
魚
だ
」「
本

当
の
水
族
館
み
た
い
だ
ね
」
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
お

り
、
児
童
は
と
て
も
感
動
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。 

今
後
は
、
更
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の
魅
力
や
楽
し
さ

を
伝
え
て
い
く
と
共
に
、
児
童
の
論
理
的
思
考
力
や
情
報
活

用
能
力
を
育
成
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
実
践
し
て
い
き
た
い
。 

。 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝ 

   
S
t
i
c
k
y
 
N
o
t
e
s

は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
に
付
属
す
る
付
箋
ア

プ
リ
で
、
付
箋
の
よ
う
に
気
軽
な
メ
モ
を
、
誰
で
も
簡
単

に
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
残
す
こ
と
が
で
き
る
優
れ
も
の
だ
。 

通
常
の
付
箋
で
は
、
紙
が
劣
化
し
た
り
、
粘
着
力
が
落

ち
て
紛
失
し
た
り
す
る
危
険
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
デ
ー

タ
が
保
存
さ
れ
る
の
で
、
劣
化
や
紛
失
の
心
配
は
な
い
。 

ス
タ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
ア
プ
リ 

の
一
覧
か
ら
選
択
す
れ
ば
ア
プ
リ 

が
起
動
し
、
自
由
に
予
定
や
メ
モ 

内
容
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。 

「+

」
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
新
し
い 

メ
モ
が
追
加
さ
れ
、
ゴ
ミ
箱
を
ク 

リ
ッ
ク
す
れ
ば
そ
の
メ
モ
を
削
除 

で
き
る
。
メ
モ
の
周
囲
を
ド
ラ
ッ 

グ
す
れ
ば
大
き
さ
を
変
更
す
る
こ 

と
が
で
き
る
し
、
付
箋
の
色
を
変 

え
る
こ
と
も
で
き
る
。 

よ
り
便
利
に
使
う
た
め
に
は
、 

ピ
ン
留
め
が
オ
ス
ス
メ
で
あ
る
。
ス
テ
ィ
ッ
キ
ー
ノ
ー
ツ

の
ア
イ
コ
ン
を
右
ク
リ
ッ
ク
し
、「
ス
タ
ー
ト
画
面
に
ピ
ン

留
め
す
る
」
も
し
く
は
「
タ
ス
ク
バ
ー
に
ピ
ン
留
め
す
る
」

を
選
択
す
れ
ば
、
分
か
り
や
す
い
場
所
に
ア
イ
コ
ン
が
常

駐
す
る
。
操
作
の
手
順
を
減
ら
す
こ
と
は
、
働
き
方
の
改

善
に
も
つ
な
が
る
。 

（
井
田
小
学
校 

学
習
情
報
主
任 

岡
田 

淳
也
） 

 
●
情
報
モ
ラ
ル
出
前
講
座
の
お
知
ら
せ 

 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
職
員
が
学
校
等
へ

出
向
き
、
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
員
を
対
象
に
、

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
情
報
提
供
や
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
15
の
小
中
学

校
・
施
設
で
講
座
を
行
い
ま
し
た
。 

 

申
込
む
際
は
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
の
「
情

報
モ
ラ
ル
出
前
講
座
」
の
リ
ン
ク
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
日
は
複
数

出
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。 

●
第
17
回
「
ふ
る
さ
と
岡
崎 

 
 

 
 

 
 

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
御
案
内 

 

ビ
デ
オ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
自
主
制
作
振

興
や
、
優
秀
作
品
を
収
集
し
学
校
教
育
・
社
会
教
育

に
活
用
す
る
目
的
で
「
ふ
る
さ
と
岡
崎
メ
デ
ィ
ア
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
先
生
方
や

児
童
・
生
徒
の
皆
様
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

・
募
集
期
間 

 
 

令
和
元
年
10
月
１
日
（
火
）
～
12
月
２
日
（
月
） 

※
今
年
か
ら
募
集
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

※
巡
回
郵
便
や
持
参
、
郵
送
で
受
付
。
最
終
日

消
印
有
効
。 

・
応
募
先 

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

 
 

〒4
4
4
-
8
6
0
1
 

岡
崎
市
菅
生
町
１-

３-

１ 

・
テ
ー
マ 

自
由
（
生
涯
学
習
、
学
校
教
育
に
適
し 

た
素
材
・
内
容
で
、
応
募
者
の
自
作
で
あ
る
こ
と
） 

※
募
集
要
項
や
応
募
用
紙
は
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
Ｈ
Ｐ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
o
a
v
l
.
j
p
/

）
に

順
次
掲
載
し
ま
す
。 

 

今
回
紹
介
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ア
プ
リ
「S

t
i
c
k
y
 N
o
t
e
s
(

ス
テ
ィ
ッ
キ
ー
ノ
ー
ツ)

」 

 


